



















































協力者1 性別 年齢 日本語学習歴 レベル 日本留学経験 日本語能力試験（級）
MS　1 男 25 2年4ヶ月 中級 ～ 一
FG2 男 25 3年 初級 1年 一
SE3 女 24 ユ年 初級 一 一
ST4 女 20 1年9ヶ月 中級 『 一
JV5 男 21 1年 中級 一 一
PR6 男 26 2年 初級 一 一
NG7 男 22 1年9ケ月 初級 『 一
MW8 男 25 5年 中級 1年 2級
複合語の翻訳における日本語学習者の辞書使用
CP9 女 21 2年 初級 ～ 一
JB　10 男 25 4年 中級 1年 一
SS11 女 23 4年 中級 『 3級








協力者 使用辞書 辞書タイプz 頻度3 形態 使用4
Langenscheidt　Universal・WOrterbuch　Japanisch［旧版］ 独日日独 2 印刷 ○
MS　1
漢字ABC　（Hueber） 漢宇 一 印刷 ○
Casio　XD・R7100 独英田国 3 電子 ○
FG2
Casio　XD470 国漢英 2 電子 ○
Langenscheidt　Universal・W6rterbuch　Japanisch 独日日独 3 印刷 ○
SE3 Langenscheidt　GroBw6rterbuch　Japanisch・Deutsch
yeichenw6rterbuch
漢字 2 印刷 ○
Langenscheidt　Universal－W6rterbuch　Japanisch 独日日独 3 印刷 ○
ST4 Langenscheidt　Groβw6rterbuch　Japanisch・Deutsch
yeichenw6rterbuch




SHARP　PA630［漢宇辞書：人名・地名・四字熟語コ 漢字 一 電子 ○
郁文堂和独辞典 和独辞典 3 印刷 ○
PR6 Langenscheidt　Groβw6rterbuch　Japanisch・Deutsch
yeichenw6rterbuch
漢字 3 印刷 ○
Langenscheidt　Universal　W6rterbuch　Japanisch 独日日独 3 印刷 ○
Casio　XD・R7100 独英漢国 3 電子 ○
NG7 Langenscheidt　Groβw6比erbuch　Japanisch・Deutsch
yeichenw6rterbuch
漢字 3 印刷 ×
Langenscheidt　Kanji　und　Kana　Band　2 漢字 3 印刷 ○




漢字 3 印刷 ○
デイリーコンサイス独和・和独辞典（三省堂） 独和和独 1 印刷 ○
早稲田大学日本語教育研究
The　New　Nelson　Japanese・English　Character　Dictionary 漢字 3 印刷 ○
CP9 Langenscheidt　U血versal・W6rterbuch　Japanisch 独日日独 2 印刷 ○
WOrterbuch　Englisch－Deutsch　Deutsch・Englisch（ISIS） 独英英独 一 印刷 ○
JBlO Casio　XD・R7100 独英漢国 3 電子 ○
現代和独辞典（三修社） 和独辞典 3 印刷 ○
SS11
Japanisch・deutsches　Zeichenw6rterbuch漢独小字典　（Buske） 漢字 一 印刷 ○
Casio　Ex－Word　XD・R1300 英漢国 2 電子 ○
EB　12 Japanisch・Deutsches　Zeichenw6rterbuch漢讃小字典　（Buske） 漢字 2 印刷 ○


























































































































腰s1 てて　　’し：た 空欄 … 一 　 騨
FG2 置⊆て引き返した『 tauschte　er　sie　aus． 交換した B C C
・S露3 莚てて引き返した一 ・重。紬童H徽書欲eh比 引き返した 8 A A












それを返した C C C
1M美7 藪矧き凱た k6㎞㎜．噛 引き返した A A 盗
MW8 墜て引き返した gjng　er（sie）zurαck． 引き返した A A A
CP9
糞でて圏・
蹴r｛短k…駕eb臼u， 返した C ・C c
JB　10 塊⊆て引き返した kehrte　sie　zur並ck． 引き返した A A A
SS11
鰹　　隔した
9重盈9er　zur益ck 引き返した A A 《






目的 CP9 MSl FG2 SE3 ST4 PR6 NG7 MW8 JB　10 SS11 EBI2 JV5 計
未知 1 1 1 1 1 1 6











































































































’霧v5． i入名蕩灘諺 醐細K・頭　　　　　・ 私の漢寧丁 c σ σ
















































































NG7 FG2 SE3 SS11 EB12 ST4 JB　10 PR6 MS　1 JV5 MW8 計
未知 2 3 1 2 1 9
分節 1 1 2 4
推測確認 2 2 4
不十分 1 2 3
再検討 1 1 1 3
漢字既知 1 1
計 5 4 3 3 3 2 2 1 1 0 0 24
　次に「人名用漢字」の具体的な辞書使用を見ていく。ここでは、ユ）「人名用漢字」を正
しく訳せたグループと2）正しく訳せなかったグループとに分けて、それぞれの辞書使用
を見ていく。
1）「人名用漢字」を正しく訳せたグループ
　評価が全てAであった11名中7名の辞書使用を見ていく。
　MW8は「人名用漢字」に関しては辞書を調べずに、「追加」だけを調べて翻訳している。
フォローアップ・インタビューでも「考えたのは、『じんめい』はNamen　von　Menschen
（人の名前）だってこと。『よう』はGebrauch　von（使用）、そして『かんじ』はchillesische
Schriftzeichen（中国の文字）」と発言しており、漢字から正確な意味を推測している。
　：FG2は電子辞書の和独辞典で「人名」を調べている。次に「じょう」、「よう」の順で入
力し、「用」を参照している。続いて「よう」の後に「か」と入力し、「ようか」で候補を
早稲田大学日本語教育研究
見ている。課題シートには「用」の辞書の定義のところにAngelegenheit（用事）と書い
ており、インタビューでも「それでは意味をなさないので推測した」と述べている。
　ST4は「漢字字典で『じんめいよう』を調べてみる」と発話し、「じんめい」を見つけ
ている。その時点でPersone皿amegebrauchskanji（人名に使われる漢字）と発話してお
り、インタビューでも「よう」は知っていたと述べている。その後、「よう」についても漢
字字典で画数から調べているが、見つけられず、最初の推測で翻訳している。
　PR6は和独辞典で「じんめい」を調べている。「じんめい」の意味がわかった時点で、「あ
一〇K。それじゃあ、これでName∬skanji（名前の漢字）という意味なんだろうな」と発
話し、翻訳している。
　J：B10は和独辞典で「じんめいよう」を入力しながら、「『じんめいようかんじ』は恐ら
くGrundkanjiのことだと思う。日本語だと『じょうようかんじ』って言うんだよね」と
発話している。「じんめいよう」の候補を見て「よう」を消し「人名」の検索結果を見てい
る。課題シートには「じんめい」の辞書の定義の欄にPersonenname（人名）、「じんめい
ようかんじ」K：anji　fUr　Personenname（人名用漢字）と書いている。「人名用漢字」につ
いて考えている過程が、課題時の発話から分かるので以下に抜粋する。
これは翻訳調のドイツ語だなく笑〉。人名用漢字は恐らく法的なリストで施行されたんだ。日本の政府
から追加されたんだ。Liste（リスト）で訳してみよう。　　　　　　（JB10のコーディングより）
　SS11は課題文を読み「『じんめいようかん、じ』。『かんじ』は知ってる。『じんめいよ
う』？」と発話し、和独辞典で「じんめい」を見つけている。「よう」と一緒に載っていな
いか見るが、見つからず「よう」だけで調べ、課題用シートの定義の部分に「使用」とい
う意味のGebrauchと「用事」という意味のAngelegenheitと書いている。「とりあえず、
推測してみる」とシートのメモ欄にKanji　fUr　Na皿ensgebrauch（名前に使う漢字）と書
くが、「とりあえず次を調べよう。そしたら意味がわかるかもしれない」と「あらた」「つ
いか」を調べている。最後に、漢字字典で「じんめい」を調べているが、「じんめいよう」
という形では見つからず、最初の推測で訳している。実は、SS11が使用した三重社の和
独辞典の「用」の欄には、一番最後に「男子用」などの用法が載っており、それを見つけ
ていれば、推測せずに訳せたと思われる。また、インタビューでは「たくさんの漢字が並
んでいると、区切ってなくて、ひとかたまりで、全部を合わせても、その漢字の意味にな
らないこともあるし、難しかった」と述べており、分節する難しさについて発言している。
　EB　12は電子辞書の和英辞典に「じんめいよう」を入力し候補を見ているが、なかった
ので、「入名」を選び、検索結果を見ている。検索結果から英語で「人名辞典」という定義
を見つけている。次に、「『ようかんじ』はGrundkanji（常用漢字）じゃなかった？」と
発話し、「ようかんじ」と入力し候補を見ている。最後に、印刷辞書の漢字字典で「じんめ
い」を調べ、Personenname（人名）という訳語から「そうか。Grundkanji　f置r　Personenname
（人名のための基礎漢字）。それなら意味が通じる」と発話し、翻訳している。また、イン
タビューでは、「人名用漢字」の知識があったと述べている。
「用漢字」はGrundkanl　i（常用漢字）だと思う。だから、調べなかった。人の名前のための漢字があ
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ることを知っていたから。簡単にこう書いた。 （EB12のインタビューより）
2）「人名用漢字」を正しく訳せなかったグループ
　訳すことを断念したMS　1と、評価が全てCだった2名の辞書使用を見ていくことにす
る。MS1は日独独口辞典で「じんめい」を探しているが、辞書に立項されていなかったた
め、見つけられていない。「これは何か特別な『かんじ』なんだ。『じんめいよう』という」
と発話しているが、結局、諦めてしまっている。
　SE3も同様に日独独日辞典で「じんめい」を探したが見つからず、漢字字典で調べなお
している。漢字字典でも見つけられず、その部分の訳を諦めたが、インタビューでは漢字
の「じん」がPerson、「めい」がNameを指すことはわかっており、推測もしていたとい
う。実際は「人名」の形で漢字字典に載っており、見つけられず自分の推測に自信が持て
なかったため、「人名用漢字」を訳すことを断念している。
　JV5は辞書を調べずに推測しているが「人名用」の部分は訳には表れていない。インタ
ビューでは「人名用」について「言葉は全部知ってるけど、意味（Sinn）が何かよくわか
らなかった。『じん』はMensch、『めい』はBlumen（花）、わからないけど『よう』はfUr。
どうして翻訳から外したのか分からない〈笑〉」と述べている。
　NG7は電子辞書の和独辞典に「じんめいよう」と入力し、候補と課題文を見比べて「じ
んめい」に直し「人名」の結果を見ている。次に「用」を調べ、印刷辞書の漢字字典でも
調べている。最後に、電子辞書の和独辞典に「ようかんじ」「ようか」「よう」と入力し、
「用」を選んで検索結果を確認している。課題シートには「じんめい」には辞書の定義と
してjap．　Vorname（日本の名前）、「よう（用）」の推測の欄にはfUr（ための）と書いてあ
り、意味は理解していたようである。
4－3－2．結果の考察
　調査結果から「人名用漢字」が臨時的な複合名詞であり、そのままの形では辞書に立項
されていないこと、また、5文字という奇数の漢字から成っているため、どこで切ればい
いのか迷う様子がうかがえる。具体的には「漢字」という語については問題がなかったも
のの、「用」が「人名」に付くのか、「漢字」に付くのか、または独立したものなのか判断
するのが難しかったようだ。また、そのままの形で辞書に載っていないために、それぞれ
の部分を調べても、「常用漢字」についての知識を利用するなどして、最終的には推測に頼
らざるを得ないことがわかる。
　推測で正しい訳に導ければ問題ないが、「人名」が辞書に立項されていないという辞書の
問題や、漢字字典に「人名」が載っているにもかかわらず見つけることができない、「用」
の用例が見つけられない、という辞書の検索技術の問題も見られた。
　「人名」「用」に関しては漢字字典で意味を確認した協力者が多く、言葉の意味を扱う辞
典とともに漢字字典でも意味を調べていることがわかった。これについては、ドイツ語圏
は漢字字典で非常に恵まれているということを補足する必要があるだろう。ドイツ語対応
で、意味を扱う辞書については、数も少なく改善するべき項目が多いが、漢字字典に関し
てはWoUgang　H：adamitzkyが数種類のドイツ語対応の漢字字典を出しており、英語に頼
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らずに調べることができる。実際、今回め調査でも7名の協力者がHadamitzkyの漢字宇
典を使用している。また、一方で英語対応の辞書を使用しているために、意味がすぐに理
解できず、英図辞典を活用しなくてはならないことも見られた。ドイツでは当然英語が必
須であり、多くの学生が最もよくできる外国語として英語を挙げているにもかかわらず、
母語以外の言語で辞書を調べることは困難が伴うことがあるようだ。
5．まとめ
　最後に、調査で扱った複合語を辞書で調べることに関して、明らかになったことをまと
める。
「引き返す」に関しては、「引き返す」を複合動詞として認識できるかどうかで、辞書使用
の結果が変わることがわかった。「ひき」と「かえす」をそれぞれ調べる、「引き換え」と
いう検索結果で満足してしまうなど、協力者の文法能力の問題に加え、「引き返す」が見出
し語として立項されていないという辞書自体の問題も明らかになった。これに関しては、
学習者に必要な複合動詞は辞書に見出し語として載せていく必要があると言えるだろう。
日本語教育で扱うべき複合動詞が定まっていない現状では難しいだろうが、できるだけ早
い対応が望まれる。
　臨時的な複合名詞である「人名用漢字」に関しては、分節する位置に困難を感じた協力
者が多かった。特に「用」の位置づけが特に難しかったようである。辞書に「用」の用法
として「家庭用」などの用例が載っていると学習者にとっては役に立つと考えられるが、
辞書に載っていても最後まで目を通さないため見落とすということも見られた。また、臨
時的な複合名詞であるため、最終的には推測に頼らなくてはならないことが明らかになっ
た。臨時的な複合語は文字通り「臨時的な」ものなので、全ての語を扱うことはできない
が、「人名用漢字」のようにやや頻度の高い語などは、辞書に載せてもいいかもしれない。
また、言葉の意味の辞典に事柄の事典的な要素が少し入れば、語の理解がより進むと思わ
れる。
　辞書に関しては、目的の項目を調べる上で適切な辞書を使用し、十分に辞書を活用する
ことが必要であることがわかった。辞書の選択に関しては選択肢が限られており、辞書も
改善するべき項目が多いという問題があるが、持っている辞書を使い分ける必要はあるだ
ろう。また、辞書の活用に関しては、辞書に目的の項目が立項されていないのは、辞書の
責任であるが、辞書に載っているが見つけられないというのは、辞書検索スキルの問題で
あり、伸ばしていく必要がある能力である。学習者が自立して辞書を使えるようにするた
めには教師による指導も必要であると言えるだろう。
注
1）協力者はプライバシー保護のため、イニシャルと調査順で示すことにする。
2）辞書の「日本語」の扱いについては、日本語学習者向けの辞典の場合は「日」を、日本語母語話
　者向けの辞典の場合は「和」を用いる。
3）「頻度」には普段の使用頻度を3段階で示す。1二使用しない、2：時々、3＝よく使う
4）「使用」の部分には○と×で調査時において実際に使用したか否かを示す。
複合語の翻訳における日本語学習者の辞書使用
5）AtkinsらのALook－upの定義については、以下の通りである（訳は高邑）。”the　looking　up　of　one
　　　entry，　in　one　dictionary．　Every　time．arlother　headwQrd　was　turned　to，　whether　in　the　same
　　　dictionary　or　in　another。ne，　a　new工。ok－up　started”（1冊の辞書でユつの項目を1回参照
　　　すること．。同じ辞書でも、違う辞書でも別の見出し語を探し始めたら、新しいLook－upが始まる）。
6）〔　　〕は略語。
7）二重下線が未知語、□が忘れてしまった語。
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